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平成３０年度第２回千葉市建築審査会議事録 

 

１ 日 時 平成３０年５月１８日(金) 午後２時００分～午後３時００分 

 

２ 場 所 千葉中央コミュニティセンター８階 会議室「若潮」 

千葉市中央区千葉港２－１ 

 

３ 出席者 

（１）委員 

森岡会長、岡田会長代理、星委員、島田委員、藤田委員、下川委員 

（２）行政庁職員 

建築指導課:豊田課長、内山主査、立石主任技師 

建築審査課:松本課長、末田主査、野口主査 

（３）事務局職員 

建築管理課:（幹事）三田課長補佐、（書記）海保主査、染谷主任技師、丸山技師 

４ 議 題 

（１）同意議案の経過等報告 

（２）議案の審査 

※公開の議案 

ア 議案第１号 建築基準法第４４条第１項第４号許可の同意について 

イ 議案第２号 建築基準法第４３条第１項ただし書許可の同意について 

※非公開の議案 

ウ 議案第３号 建築基準法第４３条第１項ただし書許可の同意について 

  エ 議案第４号 建築基準法第４３条第１項ただし書許可の同意について 

（３）その他 

ア 次回の開催予定 

５ 議事の概要 

（１）同意議案の経過等報告 

平成３０年度第１回建築審査会で審議した議案第１号は５月１日付けで議案第２

号から議案第４号は、４月２６日付けで許可した旨の報告が特定行政庁からあった。 

（２）同意議案の審査 

ア 議案第１号 

「同意」と決定した。 

イ 議案第２号 
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「同意」と決定した。 

ウ 議案第３号 

「同意」と決定した。 

エ 議案第４号 

「同意」と決定した。 

 

（３）その他 

ア 次回の開催予定 

次回定例会の開催は、平成３０年６月１５日金曜日午後２時からとした。その次

の定例会の開催は、平成３０年７月２０日金曜日午後２時からと予定した。 

 

６ 会議経過 

※公開の議案 

【議案第１号】 

 建築基準法第４４条第１項第４号の許可の同意について 

   道路内の建築制限の特例 

公共用歩廊の新築 

 

  (１)建築指導課説明 

  この案件は、建築基準法第４４条第２項の規定により、建築審査会の同意を求める

ものです。 

「１ 該当条項」は、建築基準法第４４条第１項第４号、以下記載のとおりとなりま

す。 

また「１１ その他」と致しまして、千葉市道路内建築物連絡協議会を、平成３０

年４月２３日に開催し、「支障なし」として協議が終了しております。 

申請理由でございますが、本案件は、千葉駅西口地区第二種市街地再開発事業の一環

で行うものでございます。 

ＪＲ千葉駅西口周辺の整備が進むに伴い、西口駅前における往来人員の増加が見込

まれておりますが、Ｂ工区との間には幹線道路（千葉港黒砂台線）が横断しているこ

とから、歩行者の安全を確保するとともに、駅前空間の賑わい創出及び生活支援機能

の拡充、回遊性の向上を図るため、公共用歩廊の設置を行うものです。 

計画建物が道路内に位置するため、建築基準法第４４条第１項第４号の許可申請が

なされたものでございます。 

はじめに位置と周囲の状況ですが、スクリーンをご覧ください。 
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お手元のタブレットでは、最初の画面 案内図です。 

計画地はＪＲ千葉駅西口駅前に位置し、赤線で表示した場所で、公共用歩廊を新築

するものです。 

なお、今後市街地再開発事業の一環で、図面に水色で示した商業棟、公園棟、病院

棟、Ｅデッキとともに整備するものです。 

Ｅデッキにつきましては、今後、道路内建築物として、千葉市より申請予定ですが、

今回申請のＦデッキにつきましては、民間事業者が整備する商業棟と一体としてつく

るため、Ｅデッキに先行して申請がなされました。 

次に用途地域図ですが、お手元では２ページをご覧ください。 

画面中央に赤色でお示しし、引出し線で計画敷地と記載されたところが申請地です。 

計画地の用途地域は商業地域で、西側にはピンク色で表示しています近隣商業地域

があります。 

また、申請地は、防火地域で、高度利用地区、千葉駅西口地区地区計画、千葉駅西

口地区第二種市街地再開発事業の区域に位置しております。 

次に周辺土地利用現況ですが、３ページをご覧ください。 

画面中央、赤枠でお示ししたところが計画敷地です。 

計画敷地の周囲は、ほとんどがピンク色で示した商業系建物です。 

次に現況写真ですが、お手元では４ページをご覧ください。 

画面右には写真撮影方向を示したキープラン、左にはＡからＨまで、それぞれの方

向の写真を表示しています。 

画面左の写真に、赤線で表示しているのは計画敷地の境界線、緑色で表示している

のが計画建物、青色で表示しているのが再開発事業で予定されている商業棟です。 

左上の写真Ａは計画敷地南側から見た駅前の様子です。 

右上の写真Ｂは駅前の既存のペデストリアンデッキから見た様子で、計画建物Ｆデ

ッキにより、既存のデッキと商業棟が接続される状況がわかります。 

次に、配置図ですが、お手元では５ページをご覧ください。 

申請地は赤線でお示ししている部分で千葉港黒砂台線、建築基準法第４２条１項１

号道路区域内に位置しております。 

中央には青線で描かれた既存のペデストリアンデッキがあり、Ｅデッキと記載のデ

ッキ、左側に記載の商業棟、公園棟、病院棟については、再開発事業で今後整備予定

です。 

駅からは、既存のＡデッキ、申請建物を通り、商業棟に行くことができるようにな

り、幹線道路を上空で横断することで、歩行者の安全確保を図っております。また、

Ｆデッキに加えて、商業棟、公園棟、Ｅデッキが整備されることで、オレンジ色の点
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線で示した部分について、歩行者が２４時間通行可能となり、駅前の回遊性が高まり

ます。 

次に、商業棟１階平面図ですが、お手元では６ページをご覧ください。 

計画敷地は、赤色でお示ししている部分で、道路の歩道内に位置しております。 

また、現在整備が予定されている商業棟の１階平面図を参考にお示ししています。 

次に、商業棟２階平面図ですが、お手元では７ページをご覧ください。 

現在予定されている商業棟の２階平面図を参考にお示ししています。 

次に、Ｆデッキ平面図、商業棟３階平面図ですが、お手元では８ページをご覧くだ

さい。 

画面左側に３階平面図、右上に計画概要、右下にデッキ部拡大図をお示ししており

ます。 

計画建物は赤色でお示ししている部分で、商業棟と３階レベルで接続される２４時

間開放の公共用歩廊です。 

建物概要は、敷地面積１６．０２㎡、建築面積８．５５㎡、延べ面積は０㎡、地上

１階の鉄骨造です。 

次に、立面図です。お手元では９ページをご覧ください。 

画面左は南東面立面図、右は北西面立面図です。 

申請建物は、計画範囲と記載された部分で、商業棟と構造上一体の建物で、Ａデッ

キとはエキスパンションジョイントを介して接続します。 

最高高さは、７．７８８メートルです。 

次に、断面図です。お手元では１０ページをご覧ください。 

画面左は、Ｆデッキを通路方向に切ったＡ－Ａ’断面図で、右は幅方向に切ったＢ

－Ｂ’断面図です。 

 

 (２)質疑意見等 

    なし 

 

【議案第２号】   

  建築基準法第４３条第１項ただし書許可の同意について 

  (包括同意基準２－１に適合) 

敷地等と道路との関係の特例 

空港パイプライン施設(バルブ操作室)の増築 

 

(１)建築審査課説明 
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 議案第２号は、建築基準法第４３条第１項ただし書の規定により、建築審査会の同意を

求めるものです。 

該当条項は、「建築基準法第４３条第１項ただし書」です。 

申請者以下は議案書に記載のとおりです。 

なお、本案件は包括同意基準２－１に適合するものです。 

お手元のタブレットの議案第２号資料をご覧ください。 

始めに位置図ですが、資料１ページをご覧下さい。 

計画敷地は、位置図左下の「朝日ヶ丘小学校」から北に４００ｍほどで、京葉道路のす

ぐ北側に位置する赤線で囲んだ場所で、黄色で塗られた部分が、今回ご審議いただく道で

す。 

次に、スクリーンと併せてお手元のタブレットの資料２ページをご覧下さい。「現況図

兼計画図」です。 

赤線で囲まれた場所が計画敷地で、計画建物は既設の管理棟に隣接する「新設・バルブ

操作室」と記載のある建物です。 

当該施設は、千葉港から成田国際空港へ航空機の燃料を送るための空港パイプライン施

設で、敷地内の西側の空地では、燃料の送油能力を増やし航空需要の増加等に対応するた

めのポンプの新設が計画されています。計画建物は、今後、このポンプを新設しパイプラ

インを切り回す際に必要となる送油管を遮断するバルブの操作室を増築するもので、鉄筋

コンクリート造一部鉄骨造、地下１階の建物で、入口は地上部に位置する建物の天井の蓋

を空けて梯子で地下に降りる構造となっています。 

黄色で塗られた部分は、今回ご審議いただく道で、幅員は4.05ｍ～6.4ｍ、延長は392.0

ｍです。 

法第４３条ただし書きの経過につきましては、昭和５６年の管理棟新築時の資料等から

は確認することができませんでした。 

次に、包括同意基準２の１に適合するチェックシートを、ご覧ください。 

（１）の欄、道は千葉市が管理する法定外道路条例により指定された道路、いわゆる「条

例指定道路」畑町２号線で、管理者と協議が終了しております。 

また、敷地が道に接する長さは12ｍです。 

（２）の欄、計画建物は、特殊建築物又は延べ面積が1,000㎡を超える建築物に該当しま

せん。 

その他、適合表に記載のとおりです。 

 

  (２)質疑意見等 

 下川委員 パイプライン施設は、千葉市内で此処だけですか。 
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      他市での状況はどうなっているのか、建築物にあたるのか。 

 松本課長 この場所だけです。 建築物にあたるのか、他市の事例について、次回

報告します。  


